
ま
ず
は
音
楽
家
あ
り
き

１
９
９
０
年
代
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
は
韓
国
人
弦
楽
器
奏

者
だ
ら
け
だ
し
、
韓
国
人
団
員
は
欧
米
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
で
も
目
立
つ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

歌
劇
場
専
属
歌
手
と
な
る
韓
国
声
楽
家
も
多

い
。
世
界
的
に
見
れ
ば
、
現
在
の
韓
国
は
日

本
以
上
の
演
奏
家
生
産
大
国
だ
。

そ
ん
な
海
外
躍
進
を
支
え
る
巨
大
な
す
そ

野
の
広
が
り
が
国
内
に
あ
る
。
ソ
ウ
ル
大
学

音
楽
学
部
と
韓
国
芸
術
総
合
学
校
音
楽
院
を

頂
点
に
首
都
圏
だ
け
で
37
カ
所
の
音
楽
学
校

が
あ
り
、
優
秀
な
学
生
は
卒
業
後
に
欧
米
露

に
留
学
。
韓
国
を
代
表
す
る
月
刊
音
楽
雑
誌

『
客ケ

ク

席ソ
ク

』
の
パ
ク
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
編
集
長
に

よ
れ
ば
、
「
音
楽
留
学
生
が
持
ち
出
す
外
貨

は
年
間
３
０
０
０
億
ウ
ォ
ン
（
約
３
０
０
億

円
）
に
も
な
り
ま
す
」。
Ｋ
Ｂ
Ｓ
交
響
楽
団
、

富プ

川チ
ョ
ン

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
、
コ

リ
ア
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
３
強
を
頂
点
に
国
内
53
の
管
弦
楽
団
や
、

国
立
オ
ペ
ラ
団
、
韓
国
オ
ペ
ラ
団
な
ど
33
団

体
あ
る
歌
劇
団
に
所
属
で
き
れ
ば
幸
運
で
、

「
帰
国
後
は
音
大
の
先
生
に
な
る
の
が
一
般

的
」（
パ
ク
編
集
長
）。

兵
役
が
あ
る
男
子
は
と
も
か
く
、
女
子
学

生
に
限
れ
ば
状
況
は
日
本
に
近
い
。
極
論
す

れ
ば
、
韓
国
の
西
洋
芸
術
教
育
は
「
良
家
の

子
女
の
嗜

た
し
な

み
」
な
の
だ
。
結
果
と
し
て
、
こ

れ
ま
た
日
本
同
様
、
需
要
と
供
給
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
が
慢
性
化
し
て
い
る
。

ソ
ウ
ル
公
演
場
ト
ッ
プ
ス
リ
ー
の
性
格

か
く
も
膨
大
な
人
的
資
源
を
無
駄
に
で
き

ぬ
。
韓
国
で
は
、
日
本
よ
り
も
は
る
か
に
体

系
的
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
支
援
体
制
を
整
え

て
い
る
。
パ
ク
編
集
長
が
ソ
ウ
ル
３
強
に
挙

げ
る
施
設
を
見
て
み
よ
う
。

ソ
ウ
ル
随
一
の
目
抜
き
通
り
光

ク
ァ
ン

化フ
ァ

門ム
ン

路ロ

に
勇
姿
を
誇
る
世セ

宗
ジ
ョ
ン

文
化
会
館
は
、
１
９

７
８
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ソ
ウ
ル
市
直
営
の

大
ホ
ー
ル
。
貸
館
ば
か
り
か
、
ソ
ウ
ル
市
交

響
楽
団
、
合
唱
団
、
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

な
ど
９
つ
の
団
体
を
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
と
し
、

そ
れ
ら
演
奏
団
体
の
支
援
育
成
も
行
な
っ
て

遠近　7
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わたなべ やわら●1986年、国際基督教大学大学院比較文
化研究科修士課程修了。比較宗教表現論専攻。宗教音楽、
室内楽を中心に、演奏会プログラム執筆、インタビュー、
翻訳、通訳など、フリー音楽ジャーナリストとして活動。
『音楽の友』『ストリング』『教育音楽』『The Strad』など
に寄稿。聴衆拡大プログラム「仲道郁代の音楽学校」構成
協力。92年以降、ゆふいん音楽祭に広報スタッフとして参
加。97年以降、カナダ・オタワで隔年開催される国際弦楽
四重奏シンポジウム評論家部会に招へいされている

ファウム・チェンバ
ー・オーケストラ。
年間に３シーズンの
演奏会は、メンバー
が世界各地からソウ
ルに集まり、行なわ
れる。ファウムは漢
字では「畫音」で、
絵には音楽があり、
音楽にも絵があると
いう団員の思いを表
現している
撮影：筆者（以下も同じ）

韓国総人口の4分の1近くを抱え
る1000万都市ソウルには、伝統
芸能パンソリから韓流ポップスま
で、さまざまな音楽文化が咲き
ほこる。他のアジア諸国とは異
なる独自の展開を遂げて数十年、
クラシック音楽も立派なハイカル
チャーのひとつだ。日韓友情年
事業として11月にジャパンファウ
ンデーションが招へい、来日公
演を行なうファウム・チェンバ
ー・オーケストラの結成10周年
記念演奏会に合わせ、この巨大
都市を訪れた。当地の音楽事情、
他山の石か、隣の芝生か。

渡辺
わ た な べ

和
やわら

音楽ジャーナリスト

韓国
クラシック
音楽事情
ファウム・チェンバー・
オーケストラの来日によせて



き
た
。
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
99
年
に
会
館

は
財
団
化
さ
れ
、
各
演
奏
団
体
も
独
立
財
団

化
が
進
ん
で
い
る
。
市
の
新
ア
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
設
計
コ
ン
ペ
が
始
ま
っ
て
も
、
未
だ
市
の

音
楽
文
化
の
象
徴
た
る
こ
と
は
事
実
。

国
の
文
化
支
援
の
中
心
が
、
発
展
著
し
い

江
南

カ
ン
ナ
ム

（
ソ
ウ
ル
南
部
地
区
）
の
奥
に
広
大
な
敷

地
を
有
す
る
「
芸
術
の
殿
堂
」。
88
年
以
降
、

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
美

術
館
、
小
劇
場
、
映
像
セ
ン
タ
ー
ま
で
備
え

た
総
合
文
化
施
設
に
発
展
し
た
。
こ
こ
も
国

営
か
ら
財
団
化
さ
れ
、
国
立
オ
ペ
ラ
団
や
コ

リ
ア
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

な
ど
傘
下
の
文
化
団
体
が
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ー

化
を
見
据
え
活
動
し
て
い
る
。
自
主
公
演
で

は
聴
衆
拡
大
活
動
も
活
発
だ
。

パ
ク
編
集
長
が
ソ
ウ
ル
３
強
に
挙
げ
た
最

後
は
民
間
施
設
。
ソ
ウ
ル
新
都
心
、
江
南
の

地
下
鉄
、
駅
三

ヨ
ク
サ
ム

駅
真
上
、
高
層
ビ
ル
の
低
層

階
に
納
め
ら
れ
た
Ｌ
Ｇ
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
だ
。

２
０
０
０
年
に
完
成
し
た
ば
か
り
、
１
１
０

０
席
ほ
ど
の
ホ
ー
ル
が
ひ
と
つ
だ
が
、
年
間

６
カ
月
の
自
主
公
演
期
間
中
は
、
現
代
舞
踊

や
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
古
楽
器
、
フ

ァ
ウ
ム
・
チ
ェ
ン
バ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

室
内
楽
、
歌
曲
な
ど
、
世
界
最
先
端
の
舞
台

を
提
供
。
ソ
ウ
ル
で
最
も
ク
ー
ル
な
芸
術
空

間
と
し
て
知
的
芸
術
愛
好
家
の
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。

フ
ァ
ウ
ム
・
チ
ェ
ン
バ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
い
う
あ
り
方

海
外
留
学
し
た
エ
リ
ー
ト
弦
楽
器
奏
者
た

ち
が
、
満
足
い
く
芸
術
水
準
の
音
楽
を
す
る

た
め
、
官
民
の
支
援
を
得
て
自
主
的
に
活
動

す
る
た
め
の
団
体
を
組
織
す
る
―
―
そ
ん
な

ソ
ウ
ル
の
音
楽
団
体
の
典
型
例
が
、
11
月
に

来
日
公
演
を
行
な
う
フ
ァ
ウ
ム
・
チ
ェ
ン
バ

ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
。

パ
ク
編
集
長
も
33
団
体
あ
る
韓
国
の
室
内

合
奏
団
の
ト
ッ
プ
３

の
ひ
と
つ
に
挙
げ
る

こ
の
指
揮
者
な
し
弦

楽
合
奏
団
は
、
民

間
企
業
Ｃ
Ｊ
グ
ル
ー

プ
の
全
面
的
支
援
を

受
け
て
い
る
。
北
米

在
住
で
ソ
リ
ス
ト
と

し
て
知
ら
れ
る
ペ
・
イ
ク
ァ
ン
を
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
に
、
ヴ
ィ
オ
ラ
は
ド
イ
ツ
人
ブ

ッ
フ
ホ
ル
ツ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
日
本
人
の

文ぶ
ん

屋や

充
徳

み
ち
の
り

を
リ
ー
ダ
ー
に
置
き
、
学
閥
や
長

老
支
配
と
一
線
を
画
し
た
芸
術
至
上
主
義
を

表
明
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド

音
楽
院
や
ケ
ル
ン
音
楽
院
で
学
び
帰
国
し
た

俊
英
ば
か
り
。
練
習
も
英
語
だ
。
年
間
に
３

シ
ー
ズ
ン
の
演
奏
会
は
、
世
界
各
地
か
ら
団

員
が
ソ
ウ
ル
に
集
ま
り
、
１
週
間
の
練
習
を

重
ね
、
そ
の
後
に
ツ
ア
ー
を
行
な
う
。

「
私
た
ち
は
４
人
の
リ
ー
ダ
ー
を
持
ち
、
団

員
す
べ
て
が
個
性
的
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、

と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
団
体
で
す
。
韓
国
で
最

高
の
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
、
自
分
ら

の
特
徴
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
感
を
日
本
で
も

出
せ
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
」（
パ
ク
・
サ
ン
ヨ

ン
団
長
）

「
ア
ジ
ア
の
中
で
も
、
日
本
と
韓
国
、
中
国
で

は
や
っ
て
い
る
音
楽
が
違
う
と
わ
か
れ
ば
お

も
し
ろ
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
の
グ
ル

ー
プ
は
外
国
人
は
２
人
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り

韓
国
の
音
で
す
よ
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
フ

ォ
ル
テ
シ
モ
の
上
に
限
界
が
な
い
」（
文
屋
）

問
題
も
さ
ま
ざ
ま
あ
ろ
う
が
、
音
楽
家
た

ち
の
個
性
と
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
可

能
性
を
提
供
し
て
い
る
ソ
ウ
ル
の
潜
在
力
は

大
き
い
。a
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ＬＧアーツセンター。大手企業グル
ープの建てた高層ビルにある、典型
的な企業メセナ。民間大企業の積極
的な文化支援には、税制優遇措置だ
けでなく、文化支援が企業イメージ
に与える影響が大きい国民性も一役
買っていると言われる

ファウム・チェンバー・オーケストラ来日公演
韓国の室内合奏団ファウム・チェンバー・オーケストラの来日公演が東京及び神戸
で開催されます。

◇ 2005年11月21日（月）神戸新聞松方ホール 開演19時15分
24日（木）第一生命ホール（東京）開演19時15分

曲目：チャイコフスキー「フィレンツェの思い出」
ペク・ビョンドン「折れた背骨」ほか

主催：国際交流基金／韓国国際交流財団／トリトン・アーツ・ネットワーク（東京
公演）／神戸新聞文化財団、コジマ・コンサートマネジメント（神戸公演）

チケットお問い合わせ：
神戸公演　神戸新聞松方ホールチケットセンター 078-362 -7191

コジマ・コンサートマネジメント 06-6241-8255
東京公演　トリトン・アーツ・ネットワーク

チケットデスク 03-3532-5702


